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地 区 日 時 場 所 地 区 日 時 場 所 

城 北 2/4(水) 14:30 城北コミュニティセンター 垂 水 2/28(土) 13:30 垂水コミュニティセンター 

城 西 2/27(金) 13:30 城西コミュニティセンター 本 島 調整中 ＊ 

城 乾 2/10(火) 13:30 城乾コミュニティセンター 広 島 調整中 ＊ 

城 坤 2/3(火) 13:30 城坤コミュニティセンター 栗 熊 2/25(水) 19:00 栗熊コミュニティセンター 

城 南 2/20(金) 13:00 城南コミュニティセンター 岡 田 2/14(土) 19:00 岡田コミュニティセンター 

土 器 3/1(日) 14:00 土器ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ(旧平山保育所) 富 熊 2/10(火) 19:00 富熊コミュニティセンター 

飯 野 2/13(金) 19:30 飯野コミュニティセンター 飯山南 2/20(金) 19:00 飯山南コミュニティセンター 

川 西 2/27(金) 19:00 川西コミュニティセンター 飯山北 3/1(日) 10:00 飯山北コミュニティセンター 

郡 家 3/4(水) 19:00 郡家コミュニティセンター ＊ ＊ ＊ 
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社
協
で
は
、
市
と
協
働
で
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
作
り
の
指
針

と
し
て
「
丸
亀
市
地
域
福
祉
・
活

動
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
月
よ
り
、
そ
の
第
一

段
階
と
し
て
、
地
域
住
民
の
声
を

反
映
す
る
た
め
「
住
民
座
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。 

 

１
回
目
の
座
談
会
で
地
域
の
困

り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
を
聴
き
取

り
、
意
見
を
集
約
し
た
後
、
２
回

目
の
座
談
会
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
ま
す
。
座
談
会
に
は
、
社
協
職

員
４
名
、
市
職
員
１
～
２
名
が
参

加
し
、
発
言
を
促
し
ま
す
。 

 

住
民
の
声
を
直
接
聴
き
取
る
こ

と
で
、
よ
り
地
域
の
声
が
反
映
さ

れ
た
計
画
と
な
る
よ
う
努
め
ま

す
。 

ỵ
Ἤ
˲
ᾊ
̖
υ
Ϟ
˲

˯

ˏ
˝ 

 第1回目のスケ

ジュールです。 

 お気軽にご参

加ください。 
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事
業
開
始
か
ら
1
年
が
経
過

し
、
利
用
会
員
、
協
力
会
員
と
も

に
増
加
し
ま
し
た
。 

 

民
生
委
員
・
福
祉
マ
マ
な
ど

が
、
地
域
を
回
る
時
に
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
案
内
し
て
い
ま
す
。 
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会員状況(H26.12月末現在) 
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利
用
会
員
の
中
に
は
、
買
い
物

の
代
行
よ
り
も
「
自
分
で
店
に
行

き
、
商
品
を
選
び
、
買
い
物
を
し

た
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

し
か
し
現
在
、
送
迎
は
サ
ー
ビ

ス
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

  

本
当
に
あ
り
が
た
い
ご
近
所
の

底
力
。
新
し
い
仕
組
み
を
模
索
し

地
域
の
力
を
最
大
限
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

区  分 利用者数 

庭・屋内の清掃 14 

買 い 物 代 行  7 

粗大ごみの運搬 2 

物品の運搬 2 

合  計 25 

利用状況(H26.4月～12月) (名) 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
、
住

民
同
士
が
支
え
合
う
仕
組
み
作

り
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

社
協
が
協
働
で
進
め
て
い
る
事

業
で
す
。 

 

高
齢
者
な
ど
地
域
で
手
助
け

を
必
要
と
す
る
『
利
用
会
員
』

へ
、
買
い
物
や
掃
除
等
を
『
協

力
会
員
』
が
有
料
で
お
手
伝
い

し
ま
す
。 



社協だより １５号 平成２７年２月発行 

 ①
部
署
・
役
職 

②
担
当
地
区 

 

③
趣
味
・
特
技 

★
印
は
、
予
約
が
必
要
で
す

2/7(土) 13：30～ 成年後見制度講演会（生涯学習センター） 

 10(火) 9：00～ ★法律相談（ひまわりセンター） 

 12(木) 
9：00～ 

9：00～ 

★介護相談（ひまわりセンター） 

★法律相談（飯山総合保健福祉センター） 

 17(火) 14：00～ 
★ファミサポ スキルアップ研修会 

          （ひまわりセンター） 

 18(水) 9：00～ ★法律相談（綾歌保健福祉センター） 

  23(月) 9：00～ 
★ファミサポ まかせて会員養成講座 

         （ひまわりセンター） 

 24(火) 9：00～ ★司法書士相談（ひまわりセンター） 

 27(金) 9：00～ 
★ファミサポ まかせて会員養成講座 

          （ひまわりセンター） 
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米田
ま い だ

 純子
じゅんこ

 髙橋
たかはし

 妙子
た え こ

 

①
地
域
福
祉
課
・
担
当
長 

②
城
西
・
城
坤
地
区 

③
友
人
と

の
食
事
会
（
お
し
ゃ
べ
り
会
）

や
、
た
ま
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ

た
り
し
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
ま

す
。 

①
介
護
事
業
課
・
通
所
介
護
主
任 

③
映
画
観
賞
・
お
し
ゃ
べ
り 

 

友
人
・
知
人
に
限
ら
ず
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
方
々
と
の

お
し
ゃ
べ
り
は
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
励
ま
し
励
ま
さ
れ
な
が
ら
自

然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。 
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成 年 後 見 制 度 講 演 会 
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初の合同意見交換会開催 

川西地区岩崎自治会長（写真右から2番目）による共同募金の事例発表。同地区
では、募金口の焦点を法人にあて、様々な工夫を凝らし、成果を上げている 

相互理解で繋がり強化 相互理解で繋がり強化 

郡家地区横井民児協会長（写真中央）からは、民生委員による日々の見守り
活動について報告があった。活動を報告し合うことで、相互理解を深める 
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「みんなで作るとおいしい」「気分転換に

なった」と満足していただけたようでした 

 

1

月

21

日
（
水
）
、
あ
す
た

ね
っ
と
の
相
談
者
を
対
象
に
『
ご

飯
づ
く
り
サ
ロ
ン
』
を
行
い
ま
し

た
。 

 

「
ご
飯
を
作
っ
て
み
た
い
」

「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ご
飯
を
食

べ
た
い
」
な
ど
の
理
由
で
参
加
し

た
13
人
は
、
お
手
伝
い
に
来
て
い

た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

教
わ
り
な
が
ら
、
同
じ
班
の
方
と

協
力
し
て
調
理
を
進
め
て
い
ま
し

た
。 

 

サ
ロ
ン
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

料
理
を
覚
え
る
だ
け
で
な
く
初
対

面
の
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相

談
者
の
自
立
へ
の
一
歩
と
し
て
、

今
後
も
サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
き
ま

す
。 
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